
 

 

 

 

 

いよいよ目前 150周年式典 

校長 髙瀬 智子 

 

運動会は、子どもたちは力いっぱい走ったり、演技をしたりと活躍しました。練習での頑張りが本番での見事

な演技に繋がっていました。子どもたちの精一杯取り組む姿は、逞しさとともに、成長を感じました。また、保

護者の皆様には、前日の児童用テントの設置や当日終了後の片付けに多くの御協力をいただきました。ありがと

うございました。 

さて、創立 150周年記念式典もあと 3週間ほどとなりました。10月 25日には、「ようこそ先輩」として、本

校の卒業生である加藤育男福生市長にお越しいただき、４年生以上の児童がお話を聞きました。代表児童が総合

的な学習の時間で取り組んだ「未来の福生」について発表した後、加藤市長から、当時の学校の様子や市長とし

て取り組まれていることをお話しいただきました。市長から直接お話を聞く貴重な場となりました。また、その

同じ日の４時間目には、150周年を記念して、「植樹の会」を全校児童で行いました。植樹した桜は、３月に咲

く「オカメザクラ」、４月に咲く「ジンダイアケボノ」です。皆で校歌を歌い、新たに一小の仲間となった桜の

木のお祝いをしました。これから一小の子どもたちが育っていくように桜の木も育ち、これからもこの学び舎で

学ぶ子どもたちを見守ってくれることと思います。 

いよいよ、今月 10日、11日には、創立 150周年記念音楽会、18日には創立 150周年記念式典が開催されます。

昨年度から、キャッチコピーやイメージキャラクターを皆で決め、福生一小が始まった長徳寺を訪れたり、地域

の先輩から昔の話を聞いたりしてきました。また、生活科や総合的な学習の時間で地域に関わる学習を行うほか、

開校記念日には、一小の 150歳を祝う会をするなど、150周年を契機に、子どもたちは、地域の人と関わり交流

し、様々なことに取り組み、150周年を迎える気持ちを高めてきました。 

地域の多くの方の御理解と御協力をいただき、ここまで進めることができました。そして、今、その集大成の

時期となり、子どもたちは、音楽会や式典に向けて、一生懸命に練習を頑張っています。この 150周年の様々な

取組が子どもたちにとって、よき経験、思い出となって、次の世代に引き継がれることを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより 
 

令和５年１１月１日 
１１月号 

福生市立福生第一小学校 
校長 髙瀬 智子 福生一小ホームページが新しくなりました。 

https://fussa-1e.hs.fussa.school/ 

 

５年 名栗自然教室 

１０月２０日（金）・２１日（土）の２日間、５年生は 

名栗自然教室に行ってきました。５年生にとって、 

初めての宿泊行事でしたが、ドラム缶で焼くピザ 

づくり、森の散策、カヌー体験など、友達と協力 

してやり遂げました。夜のキャンプファイヤーで 

は、火を囲みながら皆で歌やダンスを楽しみまし 

た。名栗の自然に触れ、多くの思い出ができた 

２日間でした。 

（ようこそ先輩、加藤市長） （加藤市長からのお話） （植樹の会） 


